
令
和
四
年
度
予
算
に
お
け
る
国
公
立
大
学
法
人
関
係
予
算
の
拡
充
等
に
関
す
る
決
議
（
案
） 

 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
長
期
化
の
中
、
全
国
各
地
域
に
所
在
す
る
国
公
立
大
学
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
重
症
患
者
の
受
け
入
れ
、
地
域
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拠
点
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。
一

方
、
政
府
に
お
い
て
は
、
経
済
的
に
困
窮
す
る
学
生
や
国
公
立
大
学
を
支
援
す
る
多
く
の
施
策
を
実

現
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
将
来
あ
る
学
生
が
学
業
を
継
続
で
き
、
多
く
の
国
公
立
大
学
附
属
病
院
に

お
い
て
危
機
的
財
務
状
況
が
下
支
え
さ
れ
た
。
さ
ら
に
今
後
の
我
が
国
の
研
究
力
向
上
に
繋
が
る
大

学
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
画
期
的
制
度
の
実
現
な
ど
、
国
公
立
大
学
が
国
民
の
公
共
財
と
し
て
国
や
地
方

公
共
団
体
等
か
ら
負
託
さ
れ
た
責
務
を
果
た
し
続
け
る
た
め
の
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る
。 

特
に
国
立
大
学
に
お
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
第
四
期
中
期
目
標
期
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
教
育
・

研
究
機
能
を
一
層
強
化
・
拡
張
し
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
国
公
立
大
学
は
、

感
染
症
や
災
害
に
対
す
る
高
度
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
の
構
築
と
国
土
強
靱
化
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
社
会
の
持
続
可
能
な
成
長
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
に
よ
る
グ
リ

ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
の
実
現
の
中
核
を
担
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
世
界
や
地
域
を
牽
引
す

る
高
度
で
知
的
な
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
度
先
進
医
療
の
提
供
や
医
療
人
材

の
育
成
等
で
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
国
公
立
大
学
附
属
病
院
の
機
能
・
役
割
を
維
持
し
続
け
る
た

め
に
は
、
医
師
の
働
き
方
改
革
制
度
の
柔
軟
な
運
用
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
地
方
に
立
地
す
る
国

公
立
大
学
に
お
い
て
は
、
地
方
創
生
の
中
核
と
し
て
、
地
域
連
携
機
能
の
強
化
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
、
ま
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
地
域
の
経
済
社
会
の
発
展
へ
の
貢
献

が
求
め
ら
れ
る
。 

  

国
公
立
大
学
が
こ
の
よ
う
な
責
務
を
十
分
に
果
た
す
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
さ
ら
に
万
全
を

期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
．
コ
ロ
ナ
新
時
代
に
も
対
応
し
た
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
等
の
基
盤
的
経
費
や
科
研
費
の 

 

拡
充
、
及
び
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
教
育
研
究
基
盤
の
強
化
の
た
め
の
財
政
支
援
の
拡
充
と

柔
軟
な
運
用
及
び
情
報
基
盤
社
会
を
支
え
る
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
充
実 

二
．
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
各
大
学
が
対
面
授
業
を
再
開
す
る
状
況
に
お
い
て
、
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
し

学
生
が
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備
の
た
め
の
確
実
な
財
政
支
援 

三
．
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
を
含
む
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
で
あ
る
国
公
立
大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
医

療
提
供
体
制
強
化
に
必
要
な
財
政
支
援
と
医
師
の
働
き
方
改
革
に
対
す
る
柔
軟
な
制
度
運
用 

四
．
教
育
・
研
究
機
能
の
強
化
等
を
支
え
、
地
域
や
産
業
界
と
の
共
創
や
感
染
症
研
究
、
災
害
時
の

地
域
防
災
な
ど
に
お
い
て
拠
点
と
な
り
、
ま
た
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
推
進

等
に
よ
り
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
を
牽
引
す
る
先
導
的
エ
リ
ア
と
も
な
る
、
国
公
立
大
学

法
人
等
の
施
設
整
備
費
補
助
金
や
設
備
に
係
る
支
援
の
拡
充 

五
．
個
人
寄
附
金
に
係
る
税
額
控
除
の
対
象
を
教
育
・
研
究
活
動
（
附
属
病
院
に
お
け
る
教
育
・ 

研
究
活
動
を
含
む
）
全
般
へ
の
支
援
に
拡
大 

六
．
多
様
な
財
源
の
確
保
と
柔
軟
な
資
産
運
用
を
促
進
す
る
規
制
緩
和
等
の
環
境
整
備 

七
．
地
域
連
携
機
能
強
化
や
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、

自
治
体
・
産
業
界
と
連
携
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
の
た
め
の
国
公
立
大
学
へ
の
財
政
支
援

の
充
実
、
ま
た
、
産
学
連
携
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
対
す
る
補
助
金
及
び
税
制
上
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与 

八
．
大
学
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
本
年
度
内
を
目
途
に
十
兆
円
規
模
へ
拡
充  

右
決
議
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
三
年
十
二
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟 


